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「プレコンセプションケア」とは、性別を問わず、適切な時期に、性や健康に関する正し
い知識を持ち、妊娠・出産を含めたライフデザイン（将来設計）や将来の健康を考えて健康
管理を行う取組である。プレコンセプションケアの概念を理解し、知識を得て、行動するこ
とで、今の健康、将来の健康、そして未来の家族の健康がより良いものになることにもつな
がる。こども家庭庁においては、「成育医療等の提供に関する施策の総合的な推進に関する
基本的な方針」に基づき、性や妊娠に関する正しい知識の普及や相談体制の整備に取り組ん
できた。
2022 年度より創設した「性と健康の相談センター」事業では、プレコンセプションケア

を含め、思春期、妊娠、出産等のライフステージに応じた切れ目のない相談支援等を実施し
ている。具体的には、不妊症・不育症や予期せぬ妊娠を含む妊娠・出産、思春期や性の悩み
等を有する男女への専門的な相談指導、生殖や妊娠・出産に係る正しい知識等に関する講演
会の開催や、文部科学省と連携し、学校で児童生徒向けに性・生殖に関する教育等を実施す
る医師や助産師等への支援を行っている。
さらに、2024 年度からは「医療機関等に委託するプレコンセプションケアに関する相談

支援」や「基礎疾患のある妊産婦等への妊娠と薬に関する相談支援」を開始し、相談支援体
制の充実を図っている。
一方、複数の調査等において、「プレコンセプションケア」という言葉やその概念につい

ては、９割以上が「知らなかった」と回答しており、プレコンセプションケアという言葉自
体の認知度は低く、プレコンセプションケアに関する知識の重要性についても、十分に普及
しているとは言えない現状がある。

そのため、「経済財政運営と改革の基本方針 2024」（令和６年６月 21日閣議決定）にお
いて、「プレコンセプションケアについて 5か年戦略を策定した上で着実に推進する」こと
とされたことを踏まえ、2024 年 11月から、若い世代の方や、実際に支援を担われる医療
関係者・自治体・関係団体等の有識者から構成される「プレコンセプションケアの提供のあ
り方に関する検討会～性と健康に関する正しい知識の普及に向けて～」を立ち上げた。同検
討会では、若い世代のニーズを踏まえ、有識者や当事者の意見を得ながら、2025年５月に「プ
レコンセプションケア推進５か年計画～性と健康に関する正しい知識の普及と相談支援の充
実に向けて～」を取りまとめ、同計画に基づき、普及を推進している。具体的には、同年９
月にWebサイト「はじめよう　プレコンセプションケア」を開設し、プレコンセプション
ケアに関する分かりやすい記事や漫画、Q&A等の掲載や、各種 SNSで、プレコンセプショ
ンケアに関する動画やショートドラマを公開している。

また、2026年１月には、プレコンセプションケアの推進を目的として、全国の自治体・企業・
教育機関等において、セミナー等を企画する「プレコンサポーター」の養成講座を開設した
ところであり、今後５年間で５万人以上の養成を目指していく。
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図表 1-2-28 はじめよう　プレコンセプションケア

図表 1-2-29 プレコンサポーター養成講座概要
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さらに、同年３月には、自治
体・企業・教育機関等の職員や、
プレコンセプションケアに関心
を持つ若い世代の方々を対象と
して、「プレコンシンポジウム
2026 ＃いまを進めよう」を開
催した。こうした取組により、
プレコンセプションケアの普及
を進めていくこととしている。 

図表 1-2-30 黄川田大臣もプレコンサポーターに




